
第174 号 ●つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

広報 平成5年8月25日 p
 

町の 人 口 

（平成5年8月1日） 

男 3,854（一1 ) 

4,297 (+ 9 ) 

8,151 (+ 8 ) 

世帯数 2,821(+6 ) 

女

計

 

方
城
中
学
校
体
育
館
 

改
築
工
事
着
工
ノ
 

永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
 

方
城
中
学
校
体
育
館
の
改
築
工
 

事
が
着
工
い
た
し
ま
し
た
。
 

総
工
事
費
約
4
億
5
千
万
円
、
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
（
 

1
8
6
7
 2m

）
、
平
成
6
年
3
 

月
の
完
成
に
む
け
て
着
々
と
工
 

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

多げよブ 
二舞舞舞舞― 

愛護の心 

東
古
門
常
会
で
は
8
月
8

日、 

手
に
手
に
鎌
や
ほ
う
き
を
持
っ
 

た
七
七
名
が
8
時
よ
り
3

班
に
 

分
か
れ
地
区
内
の
道
路
清
掃
を
 

実
施
し
ま
し
た
。
 

仲
谷
松
男
常
会
長
は
自
分
達
 

に
一
番
み
じ
か
な
道
路
を
清
掃
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
を
大
 

切
に
使
い
、
又
、
道
路
を
汚
し
 

て
い
る
と
注
意
し
あ
う
よ
う
に
 

な
り
、
強
い
て
は
自
分
達
の
生
 

活
環
境
の
向
上
が
図
れ
る
と
話
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

国
に
お
い
て
も
「
8
月
を
道
 

路
を
守
る
月
間
」
 

「8

月
 10 

日
 

を
道
の
日
」
に
制
定
し
道
路
愛
 

護
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
 

ろ
で
す
。
私
達
も
空
気
の
よ
う
 

に
余
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
 

る
た
め
そ
の
重
要
性
が
み
す
ご
 

さ
れ
が
ち
な
道
路
を
も
う
一
度
 

見
直
し
た
い
も
の
で
す
。
 

会
詞
康
呪
鮮
 

勘
 

』r 

午
前
8
時
 30 
分
よ
り
7
 ト9月12日く 

L 
、

j

 

敬差 
ひ 

同 
町 

午民 
前体 
10育 
時館 
よ 
り 

>9 月15日く



(3）平成5年8月25日 広 報 第174 号 平成5年8月25日 広 報 ほ う じ ょ う （2) ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

竹 1 ク』 口 
牙ラ 上I生7 ラー 》つ よ

 
じ
 

●つ ほ
 

‘
新
し
い
農
業
委
員
が
 

決
ま
り
ま
し
た
 

任
期
満
了
に
伴
う
方
城
町
農
 

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
去
 

る
七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
十
 

二
名
の
当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
 

た。 ま
た
、
町
議
会
、
田
川
農
業
 

協
同
組
合
、
下
田
川
農
業
共
済
 

組
合
か
ら
の
推
せ
ん
委
員
七
名
 

も
決
ま
り
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
改
選
後
初
め
て
の
 

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
 

会
長
に
武
内
昭
英
氏
、
副
会
長
 

に
は
仲
村
六
助
氏
が
選
ば
れ
ま
 

し
た
。
 

新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

・
選
挙
委
員
 

山
口
光
磨
、
村
田
明
高
 

長
尾
凡
夫
、
中
村
清
彦
 

池
永
 
明
、
永
末
正
幸
 

持
丸
勝
利
、
中
山
信
義
 

武
内
昭
英
、
松
島
亀
次
郎
 

香
月
弘
美
、
久
冨
峯
雄
 

・
選
任
委
員
 

o
議
会
推
せ
ん
 

原
田
富
夫
、
竪
道
秀
勝
 

仲
村
六
助
、
高
津
慶
重
 

香
月
希
夫
 

ー
年
金
は
 20 

歳
か
ら
生
涯
の
お
つ
き
あ
い
ー
 

節
目
こ
と
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
ノ
ー
 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

20 

歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国
 

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
こ
と
。
 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

退
職
し
て
、
次
の
会
社
へ
勤
 

め
る
ま
で
の
短
い
期
間
だ
か
ら
 

と
い
っ
て
、
国
民
年
金
の
届
出
 

を
し
な
い
と
、
将
来
の
年
金
が
 

少
な
く
な
る
っ
て
こ
と
。
 

知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
 

国
民
年
金
第
3
号
の
届
出
を
す
 

る
だ
け
で
、
保
険
料
を
納
め
た
 

こ
と
に
な
る
っ
て
こ
と
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
方
城
町
役
 

場
住
民
課
国
民
年
金
係
 

（
電
話
）
 

パ
1
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
 

（
交
通
実
態
調
査
）
 

に
ご
協
力
を
（
●
 

私
達
の
日
常
生
活
の
中
で
、
 

鉄
道
、
バ
ス
、
自
動
車
等
が
ど
 

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
 

と
の
実
態
を
把
握
し
、
住
み
よ
 

い
町
づ
く
り
や
将
来
の
交
通
計
 

画
に
役
立
て
る
た
め
に
、
建
設
 

省
、
福
岡
県
、
及
び
関
係
市
町
 

が
協
力
し
て
、
 
10 

月
か
ら
 11 

月
 

に
か
け
て
 
「
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
 

プ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

入
調
査
内
容
V
 

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
と
 

は
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
 

め
、
交
通
の
流
れ
の
も
と
と
な
 

る
人
（
パ
ー
ソ
ン
）
の
一
日
の
 

動
き
（
ト
リ
ッ
プ
）
ー
ど
の
よ
 

う
な
人
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
、
 

何
の
目
的
で
、
ど
う
い
う
交
通
 

手
段
で
移
動
し
た
か
ー
を
調
べ
 

現
在
の
交
通
実
態
を
把
握
し
、
 

そ
れ
に
基
づ
い
て
将
来
の
総
合
 

的
な
交
通
計
画
に
役
立
て
る
調
 

査
で
す
。
 

入
調
査
対
象
V
 

。
ノ
］
。
乙
1
 

0

に
J
n
ノ
］
n
U
 

内
線
1
2
2
 

北
部
九
州
圏
及
び
山
口
県
、
 

下
関
市
、
熊
本
県
荒
尾
市
の
居
 

住
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
び
 

出
さ
れ
た
、
約
 10 

万
世
帯
の
満
 

5
歳
以
上
の
方
全
員
を
対
象
と
 

し
ま
す
。
 

入
調
査
方
法
V
 

調
査
員
証
明
書
を
持
っ
た
調
 

査
員
が
調
査
対
象
の
各
家
庭
を
 

訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
記
 

入
方
法
の
説
明
を
致
し
ま
す
。
 

後
日
、
調
査
員
が
再
度
訪
問
し
、
 

記
入
し
て
頂
い
た
調
査
票
を
回
 

収
し
ま
す
。
 

調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
と
 

記
入
方
法
の
説
明
に
伺
い
ま
し
 

た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
 

の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

入
問
い
合
わ
せ
先
V
 

北
部
九
州
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
 

ッ
プ
調
査
実
施
本
部
 
電
話
 

nU

〔uJ

つ］ 
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o
田
川
農
業
協
同
組
合
推
せ
 
、 

ん
 

秋
野
 
隆
 

、 

o
下
田
川
農
業
共
済
組
合
推
 
町 

せ
ん
 

佃
 
立
生
 

巴
一
、
三
」
、
一
三
一
、
三
一
、
「
」
雪
三
一
扇
一
三
一
、
三
一
一
】
 

研
 

冒
 

塀
 

冒
 

・
 

国
保
と
 

保
険
税
 

国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）
 

は
、
医
療
費
を
負
担
し
、
皆
さ
 

ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
 

に
、
経
済
的
な
心
配
な
く
お
医
 

者
さ
ん
に
か
か
れ
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
た
制
度
で
す
。
そ
の
医
 

療
費
は
、
①
国
な
ど
の
補
助
金
、
 

②
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
一
 

部
負
担
金
、
③
加
入
者
全
員
が
 

負
担
す
る
保
険
税
、
で
ま
か
な
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
、
 

国
保
を
さ
さ
え
る
貴
重
な
財
源
 

な
の
で
す
。
 

職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
 

い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
 

い
る
人
以
外
は
、
す
べ
て
国
保
 

に
加
入
し
、
保
険
税
を
納
め
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
保
 

険
税
の
滞
納
が
長
び
く
と
、
他
 

の
被
保
険
者
と
の
公
平
を
欠
い
 

た
り
、
国
保
の
運
営
に
支
障
を
 

き
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

もし1人でも保険税を支払わない人がいると 
ノ・・・ 保険税は必ず納期内に納めましょう 

一人当たりの医療費（国呆全体） 
円 

■例えば、 5万円の医療費を 
みんなで負担する場合 

●5人では、 

-10.000円×5人＝50.0加円 

●4人では、 

→加.0叩円×4人＝40.000円 

?
 

郡平均 
県平均 
金田町 

全匡呼均 

一二て 

1万円足りなくなってしまい、 
みんなが困ります。 

/ 
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一
 

難
難
奉
奉
議
祷
害
者
援
議
紅
度
 

1
 

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
 

貸
付
け
 

保
護
者
が
自
動
車
事
故
で
死
 

亡
又
は
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
 

な
っ
た
被
害
者
の
家
庭
の
遺
児
 

等
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
 

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

貸
付
対
象
者
 
0
歳
か
ら
中
学
 

校
の
卒
業
ま
で
の
児
童
。
 

貸
付
金
額
 

一
時
金
 

1
4
6
、 

月
 
額
 

1
8
、 

入
学
支
度
金
4
1
、 

0
0
0

円
 

0
0
0
円
 

0
0
0

円
 

貸
付
期
間
 
貸
付
決
定
月
か
ら
 

中
学
校
卒
業
の
月
ま
で
。
 

利
 
子
 
無
利
子
 

返
還
方
法
 
貸
付
終
了
後
6

カ
 

月
又
は
1
年
を
経
過
し
た
の
ち
 

年
賦
又
は
月
賦
の
い
ず
れ
か
に
 

ょ
喝
 20 

年
以
内
の
均
等
分
割
返
 

還
、
た
だ
し
高
校
、
大
学
へ
の
 

進
学
者
は
卒
業
ま
で
返
還
を
猶
 

予。 
2
 

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
 

護
料
の
支
給
 

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
頭
部
 

又
は
脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
常
 、

 

一
 

時
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
後
 

遺
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
の
負
 

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
介
護
料
 

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

支
給
要
件
 

①
脳
損
傷
者
 
次
の
項
目
す
べ
 

て
に
該
当
す
る
重
度
の
精
神
神
 

経
障
害
が
3
月
以
上
継
続
し
て
 

い
る
者
 

イ
、
自
力
移
動
が
不
可
能
で
あ
 

る。 

ロ
、
自
力
摂
食
が
不
可
能
で
あ
 

る。 

ハ
、
糞
尿
失
禁
状
態
に
あ
る
。
 

ニ
、
眼
球
は
か
ろ
う
じ
て
物
を
 

追
う
こ
と
も
あ
る
が
認
識
は
 

で
き
な
い
。
 

ホ
、
声
を
出
し
て
も
意
味
の
あ
 

る
発
言
は
ま
っ
た
く
不
可
能
 

で
あ
る
。
 

へ
、
眼
を
開
け
、
手
を
握
れ
と
 

い
う
よ
う
な
簡
単
な
命
令
に
 

は
か
ろ
う
じ
て
応
ず
る
こ
と
 

も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
意
 

志
の
疎
通
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

②
脊
髄
損
傷
者
 

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
 

る
重
度
の
神
経
障
害
が
3
月
以
 

虐iIlFでさA 

要『写笠シ 

（単位】円） 
3 
年 

2 
年 

元
年
 

63 

年
 

62
 

年
 

62 年 63 年 元 年 2 年 3 年 

方城町ー 270 . 905 271 .681 311 .885 317.672 340.993 

福岡県… 222.213 237.287 256 . 328 277. 271 298. 957 

全 国ー 179 .403 189.746 204 . 227 217,923 
―一 

金田町ー・ー 185.313 196 .328 208 . 282 248.561 257. 803 

郡平均ーー 236.671 246. 002 261.235 286 . 177 300 .974 

上
継
続
し
て
い
る
。
 

イ
、
自
力
移
動
が
不
可
能
で
あ
 

る。 

ロ
、
自
力
摂
食
が
不
可
能
で
あ
 

る。 

ハ
、
糞
尿
失
禁
状
態
に
あ
る
。
 

ニ
、
人
工
介
添
呼
吸
が
必
要
な
 

状
態
で
あ
る
。
 

介
護
料
の
額
 

日
額
 

4
0
0
0
円
（
自
宅
で
 

家
族
が
介
護
し
て
い
る
場
合
は
 

2
0
0
0
円） 

問
い
合
せ
、
連
絡
先
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
主
管
支
所
 

〒
8
1
2
 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
3
 

ー
 10 

~
 17 

(
T
E
L
O
9
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ー
 

4
5
1
1
7
7
5
1
) 



(5） 平成5年8 月25日 広 報 (4) ●つ よ
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第174 号 平成5年8月25日 広 報 

乃
ふ
る
さ
と
の
川
 

美
し
い
流
れ
を
 

未
来
に
伝
え
よ
う
7
 

す
べ
て
の
命
を
う
る
お
し
、
 

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
豊
か
な
水
 

の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
川
、
 

し
か
し
、
今
こ
の
清
ら
か
な
流
 

れ
が
少
し
ず
つ
汚
れ
て
き
て
い
 

ま
す
。
川
を
は
じ
め
、
う
る
お
 

い
豊
か
な
自
然
は
私
た
ち
の
た
 

め
だ
け
で
な
く
、
子
供
や
孫
、
 

い
や
、
地
球
の
全
生
物
の
未
来
 

ま
で
の
宝
で
す
。
 

そ
ん
な
ロ
マ
ン
を
実
現
で
き
 

る
の
は
あ
な
た
で
す
。
 

．
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み
な
さ
ん
ご
存
知
で
し
た
か
？
 

川
の
水
を
汚
す
原
因
、
そ
の
ほ
 

と
ん
ど
は
炊
事
や
風
呂
、
洗
濯
 

な
ど
、
生
活
排
水
と
よ
ば
れ
る
 

家
庭
生
活
の
中
か
ら
出
る
汚
水
 

な
の
で
す
。
私
た
ち
が
汚
し
た
 

川
の
水
は
、
巡
り
め
ぐ
っ
て
私
 

く家庭でできる排水対策〉 
員理クズI食ベカスは、 

まとめてゴミに出すか、 

土に埋めてやると肥料にもなります． 

第174 号 》つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

ザ
 

ストツキング 

1 枚から4つできます． 

上部は一万をひと結び。 

ゴミ捨ても簡単になります； 

た
ち
が
口
に
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
川
を
汚
さ
な
い
ち
ょ
っ
 

と
し
た
工
夫
、
今
か
ら
始
め
ま
 

し
ょ
・
つ
0
 

〔
台
所
で
は
 

〕 

食
器
や
鍋
の
汚
れ
は
、
古
新
 

聞
や
ゴ
ム
ベ
ラ
で
ふ
き
取
っ
て
 

か
ら
洗
い
、
流
し
に
は
億
過
紙
 

を
入
れ
た
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
、
 

排
水
ロ
に
も
億
過
紙
を
入
れ
、
 

そ
し
て
油
の
残
り
を
流
さ
な
い
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

〔
洗
濯
場
で
は
 

〕 

洗
剤
は
、
適
量
を
使
う
よ
う
 

に
す
れ
ば
経
済
的
で
、
出
る
ア
 

ワ
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
 

洗
濯
機
に
は
ク
ズ
取
り
用
の
ネ
 

一【【＝【器一 ，・誠【諮：器ー【】】【】】器ー’'“な1~器器＝ー【【＝：鵠一盟器＝ー器：認一器＝＝ー【器に~器器＝一【器器：~＝】＝【諮一】器 ~ ’'!'''"”~ 

ッ
ト
を
付
け
、
糸
ク
ズ
な
ど
が
一
 

流
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

一 

油
の
流
出
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
 

企
画
鉱
公
害
室
ヘ
ノ
・
 

●
案
ず
る
よ
り
ご
相
談
下
さ
い
ノ
 

*
＊
巡
廻
法
律
相
談
開
催
＊
*
 

日
時
 

場
所
 

平
成
5
年
 11 

月
 16 

日
 

（
火
）
午
後
1
時
よ
り
 

4
時
ま
で
 

方
城
町
役
場
、
町
民
相
 

談
室
 

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
 

で。 
T
E
L
 
つ
し
n
乙
・
ー
 

ハU

に
U
n
ノ
ロ
（
U
 

●
登
記
所
手
数
料
の
変
更
に
つ
い
て
 

登
記
所
に
備
え
て
い
る
公
図
 

の
閲
覧
は
、
平
成
5
年
 10 

月
1
 

日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。
 

閲
覧
の
料
金
（
手
数
料
）
は
 

き
ま
す
。
 

な
お
、
そ
の
他
の
手
数
料
は
 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
 

図
面
一
枚
に
つ
き
4
0
0
円
で
 

登
記
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

す。 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局
 

手
数
料
は
、
申
請
書
に
登
記
 

（
電
話
 44 

1
1
4
2
6
) 

印
紙
を
貼
っ
て
収
め
て
い
た
だ
 

■
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
・
・
 

長
期
間
行
方
が
わ
か
ら
な
い
 

家
出
人
な
ど
を
さ
が
し
て
い
る
 

方
は
、
お
気
軽
に
相
談
を
。
 

日
時
 

9
月
1

日
1
9
月
5

日
 

9
時
ー
 16 

時
 

.
 

場
所
 
福
岡
県
警
察
本
部
 

詳
し
く
は
、
県
警
本
部
鑑
識
 

十
指
指
紋
係
（
電
話
0
9
2
ー
 

6
4
1
1
4
1
4
1
内
線
2
7
 

3
6
又
は
2
7
3
7
）
ま
で
 

●
交
通
事
故
無
料
法
律
相
談
会
・
・
・
 

日
時
 

9
月
1

日
（
水
曜
日
）
 

1
2

日
（
木
曜
日
）
 

午
後
1
時
1
4
時
ま
で
 

場
所
 

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

（
飯
塚
市
新
立
岩
4
番
地
ク
レ
 

イ
ン
3

・
5
階
 

電
話
0
9
4
 

8
1
2
8
1
7
5
5
5
) 

【【【【【二【【】~ 

U
、

●

心

、

●

心

、

●

1
廿

心

‘

・

 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
⑩
 

U

W
心

心

、

‘

心

心

W

A
、 

キ
リ
シ
タ
ン
聖
物
（
4
) 

全
国
に
吹
き
荒
れ
た
弾
圧
の
 

波
は
、
特
に
九
州
に
重
く
、
遂
 

に
島
原
領
南
部
の
農
民
は
代
官
 

を
殺
害
し
て
蜂
起
し
た
の
が
島
 

原
の
乱
で
あ
る
。
 

小
倉
で
最
初
の
殉
教
者
と
な
 

っ
た
の
が
カ
ダ
ノ
ジ
ャ
七
兵
衛
 

で
あ
る
。
更
に
厳
し
い
追
求
と
 

処
刑
の
波
が
国
内
に
広
ま
る
。
 

改
信
し
な
い
者
は
斬
殺
、
女
子
 

は
生
涯
女
郎
と
し
て
遊
郭
に
お
 

く
る
と
お
ど
さ
れ
る
一
方
、
バ
 

テ
レ
ン
や
イ
ル
マ
ン
を
訴
え
た
 

人
に
は
銀
百
五
十
枚
を
与
え
る
 

と
い
う
、
 
ア
メ
と
ム
チ
の
両
道
 

を
と
る
。
こ
う
し
た
密
告
制
度
 

は
全
国
的
に
波
及
し
て
い
る
。
 

忠
利
在
府
中
（
二
代
目
）
信
 

者
一
行
は
牢
か
ら
江
戸
市
中
を
 

引
廻
さ
れ
た
後
、
品
川
の
火
刑
 

場
で
猛
火
の
中
で
キ
リ
ス
ト
の
 

名
を
呼
び
つ
、
死
の
旅
路
に
つ
 

く
信
者
の
姿
を
、
忠
利
は
ど
ん
 

な
気
持
ち
で
見
て
い
た
で
あ
ろ
 

う
か
。
 

細
川
藩
「
日
帳
」
に
、
 

」
教
育
相
談
の
こ
案
内
一
 

一
 ? 

o
学
業
面
に
悩
み
が
あ
る
。
 

一 

~ 
o
将
来
の
進
路
に
迷
い
が
あ
る
。
一
 

一
 

お
子
様
の
こ
と
で
、
何
か
困
 

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
 

一
 
~
 

例
え
ば
、
 

一 
~
 
一
 
~
 
)
 
~
 

～ 

異
常
な
ど
。
 

?
 
《
 

一
 > 

o
テ
レ
ビ
を
異
常
に
近
づ
い
て
 
， 

～ 

見
る
な
ど
視
力
が
弱
い
。
 

」 

( 
o
話
し
か
け
て
も
返
事
が
な
い
 
《 

o
日
常
生
活
に
乱
れ
が
あ
る
。
 

0
学
校
に
行
く
の
を
い
や
が
る
、
 

行
け
な
い
。
 

o
こ
と
ば
の
遅
れ
・
こ
と
ば
の
 

o
友
達
と
遊
べ
ず
、
 

一
人
遊
び
一
 

が
多
い
。
 

一 

o
多
動
で
、
落
ち
着
き
が
な
い
o

) 

<
 
~
 
》
 
一
 
~
 
一
 
<
 
~
 
>
 
一
 

、
 
。
 

‘し 
o
三
歳
健
診
で
遅
れ
が
あ
る
と
 

言
わ
れ
た
。
 

o
そ
の
他
 

そ
の
よ
う
な
時
は
、
御
遠
慮
 

な
く
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

電
話
4
4
1
3
3
3
3
 

一 

筑
豊
教
育
事
務
所
 

〈 

田
川
駐
在
相
談
室
 

〈
時
間
は
、
9
時
か
ら
5
時
ま
で
 

猫
鍵
 

~
 
)
 
一
 
~
 
)
 

一
、
田
川
郡
、
助
兵
へ
水
セ
メ
 

（
水
責
め
）
被
申
付
候
へ
共
、
 

一
昨
日
ノ
札
明
ニ
少
モ
無
相
違
 

申
分
ニ
候
則
書
物
御
座
候
事
、
 

と
あ
り
水
責
め
の
事
実
が
記
録
 

さ
れ
て
い
る
。
 

又
忠
興
の
再
三
の
改
宗
を
拒
 

否
し
た
加
賀
山
隼
人
は
、
 

一
万
 

石
の
知
行
を
受
け
て
い
た
重
臣
 

で
あ
っ
た
が
、
セ
ス
ペ
デ
ス
か
 

ら
受
け
た
法
衣
を
ま
と
い
殉
教
、
 

そ
の
他
、
三
日
間
も
逆
殊
で
責
 

め
ら
れ
た
後
、
槍
で
刺
殺
さ
れ
 

た
者
六
人
と
い
う
。
 

キ
リ
シ
タ
ン
信
者
に
対
す
る
 

弾
圧
は
特
に
き
び
し
く
、
豊
前
 

●
救
急
の
日
の
つ
ど
い
 93 

日
時
 
平
成
5
年
9

月
9

日
困
 

午
後
1
時
1
4
時
 

場
所
 

田
川
市
平
松
町
3

の
 36 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
 

・
ー
レ
 ノ

 

行
事
o

田
川
地
区
消
防
音
楽
隊
 

●
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
 

登
録
し
ま
せ
ん
か
ノ
 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
 

看
護
職
員
の
免
許
を
持
ち
な
が
 

ら
、
就
業
さ
れ
て
い
な
い
方
の
 

た
め
の
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

相
談
日
 

月
ー
金
曜
日
の
毎
日
 

9
時
 30 

分
か
ら
 15 

時
ま
で
 

場
所
 
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
1
1
 14 

1
5
社
団
法
人
福
岡
県
看
護
協
 

会
内
）
 

詳
し
く
は
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
 

ン
タ
J

（
電
話
0
9
2
1
7
1
 

4
1
5
2
0
3
) 

●
南
極
観
測
『
し
ら
せ
』
 

一

般

公

開

ノ

 

日
時
 

9
月
 15 

日
（
水
）
 

10 

時
s
 16 

時
 

場
所
 
博
多
港
中
央
ふ
頭
6
号
 

国
内
で
四
万
人
と
い
わ
れ
た
信
 

者
の
中
で
斬
殺
さ
れ
た
人
は
三
 

千
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
た
。
 

信
仰
か
死
か
、
を
迫
ら
れ
た
 

上
野
弁
城
に
い
た
信
者
は
、
キ
 

リ
ス
ト
聖
物
を
、
古
代
よ
り
信
 

仰
の
地
に
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
、
公
然
と
参
詣
す
る
こ
と
が
 

で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

久
留
守
の
地
名
は
キ
リ
ス
ト
 

名
が
同
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
 

る
が
、
上
野
に
は
久
留
守
と
い
 

う
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
終
 

囲
バ
テ
レ
ン
・
 

に
宣
教
師
 

（記 

植
田
）
 

イ
ル
マ
ン
と
も
 

久
留
米
藩
「
米
府
年
表
」
 

町内に残されていた 
「切支丹禁止高札」 

日高小光氏寄贈 

覚
 

一
、
切
支
丹
宗
門
之
儀
は
是
迄
 

御
禁
制
之
通
固
く
可
相
守
事
。
 

一
、
邪
宗
門
之
儀
は
固
く
禁
止
 

候
事
。
 

慶
応
四
年
三
月
 

太
 
政
 
官
 

の
演
奏
 

o
映
画
「
主
な
急
病
と
そ
 

の
処
置
」
 

o
講
演
 
「
私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
」
 

講
師
 
九
州
女
子
短
期
大
学
 

君
原
健
二
教
授
 

0
蘇
生
法
実
技
講
習
 

o
救
助
救
護
訓
練
 

白
中
白
］
山
u
{U
占u
・h
】
中
h
〕
中
白
白
I
h
］
占
｝
一
ロ
｛
］
ロ
〔
u
占
 

。
 

ロ
 

ロ
 

ロ
 

。
 

口
 

。
 
『
 
。
 

ロ
 

。
 
。
 

ロ
 

。
 
。
 
。
 
。
 
。
 

ロ
 

ロ
 

ロ
 

。
 
。
 

平
成
6
年
度
 
産
経
新
聞
 

奨
学
生
募
集
要
項
 

応
募
資
格
 

関
西
地
区
の
大
学
、
専
門
学
 

校
、
予
備
校
、
サ
ン
ケ
イ
奨
学
 

院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
廿
宅
浪
）
 
へ 

を
希
望
す
る
 22 

歳
以
下
の
 

学
生
。
 

応
募
方
法
 

①
願
書
（
奨
学
会
指
定
）
②
健
 

康
診
断
書
を
事
務
局
へ
郵
送
又
 

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

締
め
切
り
 

（
第
一
次
）
平
成
5
年
 10 

月
 31 

日
 

ン
 

ーノ 

J
ノ 

七
 

ハ
。
U
1
 

白
］
占
｝
一
 
山
り
｛
u
山口 

n乙
n
U

・
つ
J
r
D
 
● 
1
ュ
n
U

にu

一 

}h
〕
」
］
<
U
山U
・
｛
し
山
〕
一
山
U
・
ロ
ロ
一
 
山
り
」
U
占
 

」
 
」
 
一
 
。
 

（
第
二
次
）
平
成
5
年
 12 

月
 28 

日
 

（
第
三
次
）
平
成
6
年
2
月
 28 

日
 

（
第
四
次
）
平
成
6
年
3
月
 31 

日
 

お
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
申
 

し
込
み
先
 

産
経
新
聞
奨
学
会
（
大
阪
）
 

一
T
5
3
0
1
7
7
 

大
阪
市
北
区
梅
田
2

の
4

の
9
 

電
話
0
6

(
3
4
3
)
1
2
2
 

1
 

内
線
6
6
3
1
、
3
番
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

一
山
u
{u
山
］
h
〕
」
］
<
U
山U
・
｛
し
山
〕
一
山
U
・
ロ
ロ
一
山
り
」
U
占
 

岸
壁
（
国
際
ふ
頭
）
 

問
い
合
せ
先
 
福
岡
県
生
涯
文
 

化
課
（
狙
0
9
2

・
6
5
1
 

・
7
6
9
2
）
担
当
 
中
村
 

（ 

な
ど
、
よ
く
聞
こ
え
て
い
な
 

一
」
『
か
曜
日
霧
曜
日
い
除
き
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じ
 

ほ
 

も
う
一
息
 

ク
裏
（
雄
轡
 

残
暑
乗
り
切
る
蒸
多
v
 

一
省
ェ
ネ
の
知
恵
 

九
月
に
な
る
と
暑
さ
も
一
段
 

落
し
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
 

な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
昼
 

間
は
ま
だ
ま
だ
残
暑
も
厳
し
く
 

ク
ー
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
電
力
の
 

消
費
は
依
然
と
し
て
高
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
燃
料
資
源
の
多
く
 

冷
や
し
過
ぎ
は
電
気
の
無
駄
使
い
、
 

室
温
は
ニ
十
ハ
度
を
目
安
に
 

汚
れ
た
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
 

は
、
最
大
一
〇
％
程
度
の
電
力
の
 

無
駄
に
な
り
ま
す
 

ゴ
 (

 

ト家庭での省工ネのポイントぐ 

を
海
外
に
頼
っ
て
い
る
わ
た
し
 

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
限
ら
 

れ
た
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
上
手
に
 

無
駄
な
く
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
 

身
の
回
り
を
確
認
し
、
見
直
 

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

』
欝
筆
負
 

雄
 
『
 

照
明
器
具
の
ほ
こ
り
を
と
る
だ
け
 

で
、
ニ
〇
ー
」
一
〇
％
明
る
さ
が
増
 

し
ま
す
 

室
温
が
同
じ
で
も
、
湿
度
が
」
五
 

％
違
う
と
体
感
温
度
は
一
度
違
い
 

ま
す
。
ド
ラ
イ
モ
ー
ド
を
活
用
し
 

ま
し
よ
う
。
 

＊
田
川
市
＊
 

田
川
市
美
術
館
 

・
築
山
節
生
の
世
界
展
 

8
月
 31 

日
、
9
月
 12 

日
 

・
九
州
現
代
美
術
展
 

9
月
 14 

日
 

、
 19 

日
 

・
第
2

回
創
元
会
福
岡
県
北
支
部
 

展
 

9
月
 21 

日
ー
 26 

日
 

・
第
7
回
ア
ジ
ァ
国
際
美
術
展
 

9
月
 29 

日
ー
 10 

月
 10 

日
 

ー
，
J

~

l
．
』
 

,
．
、
、
ノ
ー
ー
 
．. 

9
月
 19 

日
 

英
彦
山
サ
イ
ク
ル
 

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
 

＊
川
崎
町
＊
 

・9
月
 11 

・ 
12 

日
 

わ
く
わ
く
ス
 

ポ
ー
ッ
教
室
 

9
月
 11 

日
 
吉
四
六
劇
団
公
演
 

＊
香
春
町
＊
 

9
月
各
日
曜
日
 

ふ
れ
あ
い
朝
 

市
 
8
時
、
 10 

時
 

＊
赤
 

村
＊
 

9
月
2

日
 

子
ど
も
親
善
ス
ポ
 

ー
ッ
大
会
 

9
時
 

9
月
4

・
5

日
 

赤
村
後
山
地
 

区
の
山
里
で
農
業
体
験
と
自
然
 

と
の
ふ
れ
あ
い
 

15 

時
 

＊
糸
田
町
＊
 

・9
月
 19 

日
 

6
時
 

少
年
魚
つ
り
大
会
 

・9
月
 30 

日
 

観
月
会
 

18 

時
 

・ 10 

月
 17 

日
 
子
ど
も
ま
つ
り
 

10 

時
 

＊
赤
池
町
＊
 

・9
月
5

日
 

少
年
野
球
赤
池
町
 

長
杯
争
奪
大
会
 
9
時
 

・9
月
 23 

日
 

田
川
郡
身
体
障
害
 

者
体
育
大
会
 

・
子
ど
も
の
歌
 
作
詞
、
作
曲
募
 

集
 

内
容
 
①
お
と
な
の
部
、
子
ど
 

も
の
部
 
②
作
詞
部
門
、
作
詞
 

作
曲
部
門
 

し
め
切
り
日
 

9
月
 24 

日
当
日
 

消
印
有
効
 

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
（
電
話
 

28 

1
4
1
0
0
) 

＊
金
田
町
＊
 

9
月
 19 

日
 

町
内
一
斉
美
化
運
 

動
 

●
福
岡
県
弁
護
士
会
 

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て
 

相
談
日
 
毎
週
月
、
金
曜
日
 

（
祝
日
は
除
く
）
 

午
後
1
時
、
4
時
 

費
用
 

30 

分
程
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